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地方公共団体財政健全化法の
本格施行に向けて
　平成19年６月に成立した「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（地方公共団体財政健全化法）
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特集　地方公共団体財政健全化法の本格施行に向けて
寄稿 1

も
、
基
金
が
豊
富
に
あ
る
状
態
で
は
、
実
質
収
支
は

黒
字
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
実
質
単
年
度
収
支
が
黒

字
で
あ
っ
て
も
、
地
方
債
の
償
還
期
間
を
長
期
に
し

て
目
先
の
公
債
費
を
抑
制
し
た
結
果
な
ら
ば
、
財
政

状
態
は
健
全
と
は
い
え
な
い
。実
質
収
支
の
黒
字
が

続
い
て
い
る
と
か
、黒
字
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
、

財
政
状
態
が
良
い
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
財
政
悪
化
の
最
終
局
面
に
な
い
自
治
体
が
参
考

に
で
き
る
健
全
化
判
断
比
率
の
財
政
分
析
へ
の
活
用

例
は
、
例
え
ば
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
分
析
等

に
関
す
る
調
査
研
究
会
報
告
書（
平
成
20
年
度
）」（
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
）な
ど
が
あ
る
。

　
公
会
計
改
革
と
の
関
連
性

　

健
全
化
法
の
制
度
設
計
・
施
行
と
、
財
務
４
表
の

作
成
・
公
表
を
柱
と
す
る
い
わ
ゆ
る
公
会
計
改
革
は
、

そ
も
そ
も
は
竹
中
総
務
大
臣
に
お
け
る
地
方
分
権
21

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
の
検
討
事
項
に
端
を
発
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
両
者
は
表
裏
一
体
と
受
け

止
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
関
連
性
は
相

当
あ
る
も
の
の
基
本
的
に
は
違
う
も
の
で
あ
る
。
公

会
計
改
革
は
、財
政
状
態
の
開
示
の
ツ
ー
ル
を
充
実

さ
せ
、
資
産
・
債
務
改
革
と
の
関
係
で
い
え
ば
売
却

可
能
な
資
産
の
把
握
に
努
め
る
な
ど
の
意
義
が
あ

り
、
そ
の
必
要
性
は
論
を
待
た
な
い
。
も
っ
と
も
、

財
務
４
表
に
よ
る
財
政
分
析
は
、
平
成
19
年
の
自
治

財
政
局
長
通
知
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
ら
は
財

政
活
動
を
包
括
的
に
説
明
す
る
指
標
で
あ
っ
て
、財

政
分
析
と
い
う
よ
り
も
そ
の
自
治
体
の
政
策
選
択
の

　
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
と
財
政
健
全
化

　

本
年
度
か
ら
の
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
健
全
化
法
と
い
う
）
の

本
格
施
行
に
伴
い
、
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
な
ど
の
公
表
が
間
も
な
く
行
わ
れ

る
。
今
回
の
公
表
結
果
で
は
前
年
度
か
ら
全
体
的
に

改
善
さ
れ
、
健
全
化
団
体
は
少
数
で
あ
り
、
再
生
団

体
は
皆
無
か
、
ご
く
少
数
に
と
ど
ま
る
と
み
ら
れ

る
。
つ
ま
り
健
全
化
法
を
導
入
し
た
も
の
の
、
大
半

の
団
体
は
健
全
団
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
年
度
こ
そ
地
方
交
付
税
の
増
額

が
あ
っ
た
の
で
一
息
つ
い
た
も
の
の
、
そ
れ
以
前
の

持
続
的
な
地
方
財
源
圧
縮
の
結
果
、
多
く
の
自
治
体

は
財
政
難
の
状
態
に
あ
え
い
で
い
る
。
自
治
体
の
体

感
温
度
と
し
て
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
健
全
化
法
で
法
に
基
づ
く
財
政
健
全
化

の
ス
キ
ー
ム
が
適
用
さ
れ
る
団
体
が
少
数
し
か
な
い

の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　

健
全
化
法
で
再
生
団
体
な
い
し
は
健
全
化
団
体
に

な
る
と
、
法
が
定
め
る
ス
キ
ー
ム
に
の
っ
と
っ
て
財

政
健
全
化
の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
る
の
で
、
い
わ
ば
予

算
編
成
権
と
い
う
自
治
権
の
中
で
も
最
も
重
要
な
事

項
の
一
つ
が
制
限
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
自
主
的
な
財

政
再
建
で
は
と
て
も
改
善
さ
れ
な
い
と
見
な
さ
れ
な

い
限
り
、
健
全
化
法
に
よ
る
再
建
ス
キ
ー
ム
の
適
用

は
、
自
治
権
へ
の
過
剰
な
介
入
と
な
り
か
ね
な
い
。

あ
る
自
治
体
の
財
政
悪
化
は
、
住
民
の
生
活
や
地
域

経
済
へ
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
か
、
自
治
体

財
政
全
体
へ
の
信
用
低
下
を
通
じ
て
無
用
な
財
政
負

担
を
も
た
ら
す
の
で
、
国
が
自
治
体
の
財
政
再
建
に

関
与
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
そ
の
適
用
は
最
小
限
に

と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
、
健
全
化
法
で
健
全
団

体
と
さ
れ
て
い
て
も
、
財
政
状
況
が
芳
し
く
な
い
団

体
は
い
く
ら
で
も
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
健
全
化

法
の
健
全
団
体
は
、
総
務
省
に
健
全
で
あ
る
と
い
う

お
墨
付
き
を
与
え
ら
れ
た
な
ど
と
い
う
錯
覚
は
絶
対

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
健
全
団
体
で
あ
っ
て
も
、
自

ら
の
財
政
指
標
を
設
定
し
て
財
政
状
況
を
診
断
し
、

健
全
化
の
た
め
に
不
断
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

　

図
１
は
健
全
化
法
の
ス
キ
ー
ム
を
簡
潔
に
説
明
す

る
総
務
省
作
成
の
図
で
あ
る
。
健
全
化
判
断
比
率

は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
で
あ
る
。
実

質
赤
字
比
率
は
一
般
会
計
な
ど
の
資
金
不
足
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
は
全
会
計
の
資
金
不
足
の
純
計
額
で

あ
り
、
健
全
化
法
で
は
基
本
的
に
自
治
体
は
資
金
不

足
が
大
き
い
か
ど
う
か
を
も
っ
て
財
政
状
況
が
悪
化

し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
実
質
公
債
費
比
率
は
フ
ロ
ー

で
見
た
負
債
の
重
さ
、
将
来
負
担
比
率
は
ス
ト
ッ
ク

で
見
た
負
債
の
重
さ
を
示
し
て
い
る
。
負
債
の
重
さ

は
資
金
不
足
を
も
た
ら
す
主
要
な
原
因
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
２
つ
は
資
金
不
足
が
生
じ
る
「
先

行
指
標
」に
あ
た
る
。

　

自
治
体
は
財
政
状
態
が
悪
化
す
る
と
、
最
終
的
に

一
般
会
計
な
い
し
は
全
会
計
純
計
で
見
た
実
質
収

支
の
赤
字
の
状
態
に
陥
る
の
で
、
資
金
不
足
を
意
味

す
る
指
標
と
そ
の
先
行
指
標
に
よ
っ
て
健
全
化
法
の

指
標
を
設
定
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
最

終
的
な
悪
化
局
面
で
な
け
れ
ば
、
財
政
状
況
は
資
金

不
足
の
形
で
表
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
実
質

単
年
度
収
支
の
赤
字
の
状
態
が
毎
年
度
続
い
て
い
て

自
治
体
財
政
の
健
全
化
と

健
全
化
法
制
・
公
会
計
改
革
と
の
関
係

関
西
学
院
大
学
教
授　

小
西
砂
千
夫

図1　地方公共団体の財政の健全化に関する法律について

（指標の公表は平成19年度決算から、財政健全化計画の策定の義務付け等は平成20年度決算から適用）

新
し
い
法
制

現
行
制
度

健全段階

●指標の整備と情報開示の
　徹底
・フロー指標：実質赤字比率、連結実質赤字
比率、実質公債費比率

・ストック指標：将来負担比率＝公社・三セク
等を含めた実質的負債による指標

→監査委員の審査に付し議会に報告し公表

財政の早期健全化

●自主的な改善努力による
　財政健全化
・財政健全化計画の策定（議会の議決）、
外部監査の要求の義務付け

・実施状況を毎年度議会に報告し公表

・早期健全化が著しく困難と認められる
ときは、総務大臣又は知事が必要な勧告

財政の再生

●国等の関与による確実な再生
・財政再生計画の策定（議会の議決）、
外部監査の要求の義務付け

・財政再生計画は、総務大臣に協議し、同意を
求めることができる

【同意無】
・災害復旧事業等を除き、地方債の起債を制限
【同意有】
・収支不足額を振り替えるため、償還年限が計画
期間内である地方債（再生振替特例債）の起債可

・財政運営が計画に適合しないと認められる場
合等においては、予算の変更等を勧告

（
健
全
財
政
）

（
財
政
悪
化
）

公営企業の経営の健全化

＜現行制度の課題＞

・分かりやすい財政情報の開示等が不十分

・再建団体の基準しかなく、早期是正機能がない

・普通会計を中心にした収支の指標のみで、ストック（負債等）
の財政状況に課題があっても対象とならない

・公営企業にも早期是正機能がない等の課題

●赤字団体が申出により、財
　政再建計画を策定（総務大
　臣の同意が必要）
※赤字比率が５％以上の都道府県、２０％以上
　の市町村は、法に基づく財政再建を行わなけ
　れば建設地方債を発行できない

地方財政再建促進特別措置法

●公営企業もこれに準じた再建制度
　（地方公営企業法）

総務省資料
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特集　地方公共団体財政健全化法の本格施行に向けて

結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。い
わ
ば
、財
政
課
で
は
な

く
企
画
課
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
あ
る
情
報
を
提
供

す
る
と
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
よ
い
。

　

財
務
４
表
は
財
政
状
況
の
診
断
に
は
思
う
ほ
ど
使

え
な
い
と
い
う
声
が
自
治
体
の
財
政
担
当
者
か
ら
は

聞
こ
え
て
く
る
。
民
間
企
業
で
あ
ろ
う
と
自
治
体
で

あ
ろ
う
と
、
①
発
生
主
義
会
計
の
意
味
で
健
全
で
あ

る
、
と
同
時
に
、
②
現
金
主
義
会
計
の
意
味
で
健
全

で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
②
の
条
件
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
資
金
収
支
が
１
年
間
お
よ
び
中
長
期
で
黒
字
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
１
年
間
の
資
金
収
支
は
、

実
質
赤
字
比
率
な
い
し
は
連
結
実
施
赤
字
比
率
で
捕

捉
で
き
る
。
①
の
条
件
は
、
民
間
企
業
で
は
１
年
間

で
当
期
利
益
が
黒
字
で
あ
り
、
中
長
期
で
も
黒
字
が

確
保
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
貸
借
対
照
表
が
債

務
超
過
で
な
い
こ
と
は
、
累
積
利
益
と
資
本
金
な
ど

か
ら
な
る
自
己
資
産
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

発
生
主
義
会
計
に
よ
っ
て
損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照

表
を
作
成
し
、
当
期
利
益
や
累
積
利
益
（
に
あ
た
る

も
の
）
の
大
き
さ
を
見
な
け
れ
ば
、
本
来
、
持
続
可

能
性
を
診
断
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
や
基
準
モ
デ
ル
に
お
け

る
自
治
体
の
財
務
４
表
で
は
、
当
期
利
益
に
あ
た

る
も
の
は
表
さ
れ
て
い
な
い
。
自
治
体
の
主
た
る
収

入
で
あ
る
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
は
、
そ
の
自

治
体
が
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
は
い
え

な
い
の
で
、
費
用
に
対
応
す
る
収
益
で
は
な
い
と
す

る
と
利
益
計
算
に
は
な
じ
ま
な
い
。
し
か
し
財
務
４

表
の
１
つ
で
あ
る
純
資
産
変
動
計
算
書
の
純
資
産
と

は
、
資
本
金
が
な
い
自
治
体
で
は
、
累
積
利
益
に
あ

た
る
も
の
で
あ
り
、
純
資
産
の
変
動
額
は
当
期
利
益

に
あ
た
る
も
の
に
等
し
い
。

　

現
実
に
、
自
治
体
の
財
務
４
表
で
は
、
純
資
産
が

赤
字
に
な
る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
総
資
産
に
対
す
る
純
資
産
の
割
合
は
６
割

程
度
と
比
較
的
大
き
な
値
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
当

期
利
益
に
あ
た
る
も
の
が
単
年
度
で
赤
字
（
す
な
わ

ち
純
資
産
が
前
年
度
比
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

る
）
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
長
期

に
わ
た
っ
て
続
く
こ
と
は
な
く
、
通
時
的
に
は
プ
ラ

ス
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
治
体
は
発
生
主
義
会
計
の

意
味
で
は
黒
字
ま
た
は
黒
字
基
調
で
あ
る
反
面
で
、

現
金
主
義
会
計
に
お
け
る
現
金
不
足
が
生
じ
や
す
い

と
い
う
状
況
に
な
る
。

　

発
生
主
義
会
計
で
黒
字
基
調
と
な
る
理
由
は
、
地

方
財
政
法
第
５
条
で
定
め
る
建
設
公
債
主
義
で
あ
る

こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
図
２
は
自
治
体

の
貸
借
対
照
表
の
概
念
図
で
あ
る
。
歳
計
現
金
を
除

く
長
方
形
は
、
そ
の
自
治
体
が
設
立
か
ら
現
在
ま
で

に
形
成
し
た
資
産
を
表
し
て
い
る
（
継
承
資
産
や
負

債
は
な
い
も
の
と
し
て
い
る
）。
資
産
を
形
成
す
る

場
合
の
主
た
る
財
源
と
し
て
、
一
般
財
源
、
国
庫
支

出
金
、
地
方
債
が
あ
り
、
図
２
で
は
財
源
の
内
訳

を
横
線
で
示
し
て
い
る
。
形
成
さ
れ
た
資
産
に
対
し

て
、
貸
借
対
照
表
で
あ
る
の
で
、
当
然
、
減
価
償

却
が
認
識
さ
れ
る
。
図
２
で
は
右
か
ら
左
方
向
に
次

第
に
減
価
償
却
が
進
む
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
自

治
体
の
資
産
は
償
却
さ
れ
な
い
資
産
と
、
歳
計
現
金

（
繰
越
金
に
あ
た
る
）
の
合
計
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

地
方
債
の
償
還
は
減
価
償
却
期
間
と
は
関
係
な
く
決

め
ら
れ
る
が
、
図
２
で
は
償
還
期
間
の
方
が
償
却
期

間
よ
り
も
短
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

図
２
は
、
資
金
収
支
が
赤
字
で
な
い
（
歳
計
現
金

が
ゼ
ロ
以
上
で
あ
る
）
こ
と
が
、
自
治
体
の
貸
借
対

照
表
が
債
務
超
過
に
は
な
ら
な
い
十
分
条
件
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
前
提
条
件
は
、
地
方
財

政
法
第
５
条
が
定
め
て
い
る
建
設
公
債
主
義
と
償
還

期
間
が
耐
用
年
数
を
上
回
ら
な
い
と
す
る
規
定
に
基

づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
建
設
公
債
主
義
の
下
で

は
、
減
価
償
却
に
比
べ
て
前
倒
し
で
財
源
を
投
入
す

る
の
で
、
発
生
主
義
会
計
の
意
味
で
は
財
政
状
況
は

健
全
で
も
、
資
金
不
足
が
生
じ
や
す
く
、
現
金
主
義

会
計
の
意
味
で
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
懸
念
が
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
自
治
体
が
現
金
主
義
会

計
だ
け
で
財
政
運
営
が
で
き
て
き
た
理
由
は
、
建
設

公
債
主
義
に
あ
る
。
自
治
体
の
財
政
問
題
は
現
金
主

義
会
計
の
側
面
で
発
生
す
る
の
で
、
自
治
体
の
財
政

担
当
者
は
、
財
務
４
表
が
財
政
診
断
に
そ
れ
ほ
ど
使

い
勝
手
が
な
い
と
見
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

ち
な
み
に
、
図
２
で
Ａ
に
対
す
る
Ｂ
の
割
合
は
、

補
助
事
業
と
単
独
事
業
の
総
額
に
対
す
る
補
助
金
の

額
で
あ
り
、
Ｃ
に
対
す
る
Ｄ
の
割
合
は
、
地
方
債
の

充
当
率
を
意
味
す
る
。
ま
た
Ｅ
に
対
す
る
Ｆ
の
割
合

も
、
地
方
債
の
償
還
期
間
の
設
定
の
仕
方
に
よ
る
。

従
っ
て
、
総
資
産
に
対
す
る
純
資
産
の
割
合
は
、
以

上
の
３
つ
の
比
率
に
依
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
制
度

的
な
枠
組
み
で
決
ま
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体
間
で
値

に
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

財
務
４
表
に
お
け
る
当
期
利
益
そ
の
累
積
額
（
に

あ
た
る
も
の
）
は
、
直
接
的
に
財
政
運
営
の
指
針
と

な
ら
な
い
反
面
で
、
健
全
化
判
断
比
率
で
あ
る
連
結

実
質
赤
字
比
率
や
将
来
負
担
比
率
な
ど
で
、
本
来
は

発
生
主
義
会
計
で
あ
る
企
業
会
計
と
一
般
会
計
な

ど
を
結
び
付
け
る
た
め
に
、
発
生
主
義
会
計
的
な

要
素
（
解
消
可
能
資
金
不
足
額
や
退
職
手
当
引
当
金

な
ど
）
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す

る
。
そ
の
意
味
で
、
自
治
体
の
財
政
担
当
者
は
発
生

主
義
会
計
と
現
金
主
義
会
計
の「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
」に

な
っ
て
、
両
者
の
接
点
に
つ
い
て
十
分
認
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
決
し
て
発
生
主
義
会
計
を
無
視
し

て
い
い
わ
け
で
は
な
い
。
誌
面
の
制
約
で
触
れ
な
い

が
、
自
治
体
の
財
政
分
析
に
関
す
る
筆
者
の
見
方

は
、
例
え
ば「
月
刊　

地
方
財
務
」（
ぎ
ょ
う
せ
い
刊
）

の
２
０
０
８
年
９
〜
11
月
号
で
示
し
て
い
る
。

　
議
会
の
役
割
の
増
大

　

健
全
化
法
は
自
治
体
の
財
政
健
全
化
に
対
し
て
、

住
民
を
代
表
し
て
執
行
者
を
監
視
す
る
責
務
を
持
っ

た
議
会
に
大
き
な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。
議
会
は

今
ま
で
以
上
に
財
政
健
全
化
に
責
任
を
担
う
こ
と

と
な
っ
た
。
最
も
先
進
的
な
例
で
あ
る
岐
阜
県
多
治

見
市
の
財
政
健
全
化
条
例
は
、
財
政
状
態
が
悪
化
す

れ
ば
議
会
が
市
長
に
対
し
て
健
全
化
を
促
す
仕
組
み

が
発
動
さ
れ
る
。
議
会
の
原
始
的
な
役
割
が
、
執
行

者
の
課
税
権
の
乱
用
の
防
止
で
あ
る
と
す
る
と
、
財

政
健
全
化
は
そ
れ
に
準
じ
る
本
源
的
な
も
の
と
い
え

る
。
ま
た
健
全
化
法
は
監
査
委
員
に
対
し
て
、
健

全
化
判
断
比
率
が
適
切
に
算
出
さ
れ
て
い
る
か
の

チ
ェ
ッ
ク
を
求
め
て
い
る
。
自
治
体
の
作
成
す
る
決

算
が
正
し
い
こ
と
が
前
提
に
で
き
な
い
と
い
う
発
想

に
転
換
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

財
政
健
全
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
何
を
も
っ

て
財
政
が
健
全
で
あ
る
か
と
見
な
す
か
に
つ
い
て
は

意
外
に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
発
生
主
義
会
計
に

よ
る
決
算
書
の
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
を
促
す
だ
け
で
は
議
会
と
し
て
監
視
の
役
割
を

果
た
し
た
と
は
い
え
な
い
。
近
年
で
は
、
議
会
が
自

ら
財
政
診
断
を
行
お
う
と
す
る
例
が
あ
る
が
、
財
政

分
析
の
議
論
を
深
化
さ
せ
る
必
要
性
は
高
い
。

図2　自治体の貸借対照表と純資産

歳計現金（繰越金）

国庫支出金 減価償却

一般財源

地方債 元本償還額

A

B

C
D

F
E

●ある自治体が創設以来形成した資産額から減価償却を引いたものが資産総額
●国庫支出金の割合＝補助率、国庫支出金を除いた額に対する地方債の割合＝充当率、赤で囲んだ
部分が純資産
●歳計現金が赤字でないことは、純資産がプラスであることの十分条件（極端に資金不足が発生してい
ない限り純資産は黒＝累算利益が確保されている）
●長期の借入金は投資的経費の財源にしか充当できず（建設公債主義）、かつ地方債の償還期間は資
産の耐用年数の範囲内に設定することが前提条件
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特集　地方公共団体財政健全化法の本格施行に向けて
寄稿 2

不
要
と
判
断
し
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
他
の
指
標

で
そ
の
趣
旨
が
あ
る
程
度
カ
バ
ー
さ
れ
る
一
方
で
、

健
全
化
法
の
規
制
法
と
し
て
の
性
格
な
ど
を
勘
案
し

た
結
果
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
財
政
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
指
標
も
併
せ

て
用
い
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
計
画
の
策
定

（
１
）策
定
手
続
─
図
１
・
図
２

　

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基

準
等
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
年
度
末
ま
で
に
、

議
会
の
議
決
を
経
て
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
等
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
計
画
を
定
め
る
に

当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
事
務
の
執
行
に
つ
い

て
、
監
査
委
員
に
対
し
、
監
査
の
要
求
を
し
、
併
せ

て
、
理
由
を
付
し
て
監
査
委
員
の
監
査
に
代
え
て
個

別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

健
全
化
法
で
は
、
年
度
末
ま
で
に
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
財
政
健
全
化
計
画

　
は
じ
め
に

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」（
以
下
、
健
全
化
法
と
い
う
）の
施
行
に
際
し
、
昨

年
度
は
指
標
の
算
定
や
公
表
な
ど
、
短
い
準
備
期
間

の
な
か
で
初
め
て
の
作
業
に
対
応
い
た
だ
い
た
こ
と

を
、
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
今
年
度
か
ら
は
、
計
画
策
定
部
分
も
含
め
て
同

法
が
全
面
的
に
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨

年
の
作
業
を
踏
ま
え
て
規
定
の
明
確
化
を
図
る
な

ど
、
省
令
や
告
示
を
一
部
改
正
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

数
値
の
正
確
な
算
定
と
分
か
り
や
す
い
公
表
に
ご
尽

力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
指
標
の
整
備
と
情
報
開
示

　

健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
決
算
提
出
後
、
速
や
か

に
、
①
実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
を
、
ま

た
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
資
金
不
足
比
率
を
、
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
、
そ
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に

報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

健
全
化
法
が
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
は
、
本
来
、

住
民
や
そ
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
監
視
の
下
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
健
全
性
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
公
表
等
は
分
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
地
方
財
政
に
関
し
て
は
専
門
的
な

用
語
も
少
な
く
な
く
、
ま
た「
経
常
収
支
比
率
」の
よ

う
に
企
業
で
使
わ
れ
る
場
合
と
分
子
・
分
母
が
逆
転

し
て
い
る
た
め
、
企
業
会
計
に
親
し
む
人
々
に
は
か

え
っ
て
誤
解
を
招
く
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
健
全
化
判
断
比
率
は
、
当
該
自
治
体
の
全
体

の
財
政
運
営
上
の
問
題
を
網
羅
的
に
把
握
し
よ
う

と
す
る
視
点
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
項
目
を
全
体
と

し
て
捉
え
て
い
る
。
健
全
化
法
が
制
定
さ
れ
る
背
景

の
一
つ
に
、
こ
れ
ま
で
一
般
会
計
以
外
の
会
計
や
公

社
・
三
セ
ク
な
ど
の
赤
字
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
あ
ま
り
大
き
な
問
題
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
健
全
化
法
で

は
、
例
え
ば
実
質
赤
字
比
率
を
改
善
し
よ
う
と
し
て

他
会
計
へ
の
繰
出
し
を
削
減
し
て
も
、
そ
の
分
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
に
跳
ね
返
る
、
あ
る
い
は「
現
時
点

で
自
治
体
が
法
的
に
債
務
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
し
て
後
送
り
に
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
公
社

や
三
セ
ク
に
係
る
損
失
補
償
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

ル
ー
ル
に
基
づ
き
将
来
負
担
比
率
の
算
定
に
加
え
ら

れ
る
な
ど
と
い
っ
た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
他
方

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
を
理
解
す
る
に

は
、
逆
に
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
分
割
し
、
要
因
を
分

析
す
る
こ
と
が
不
可
避
と
な
る
。
な
お
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
が
黒
字
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
会
計

の
赤
字
を
別
の
会
計
の
黒
字
で
埋
め
る
こ
と
は
、
一

般
に
経
費
負
担
区
分
の
原
則
に
適
合
す
る
も
の
で
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

さ
ら
に「
数
字
」は
、
多
く
の
場
合
、
比
較
の
中
で

理
解
さ
れ
る
。
一
部
の
専
門
家
を
除
け
ば
、
数
字
単

体
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
は
少
な
い
。
公
表
等
に
当

た
っ
て
は
、
当
該
自
治
体
に
お
け
る
経
年
変
化
や
類

似
団
体
と
の
比
較
な
ど
の
工
夫
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

な
お
財
政
分
析
に
関
し
、
4
指
標
だ
け
で
は
必
ず

し
も
十
分
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
健
全
化

法
は
、
経
常
収
支
比
率
を
指
標
と
は
し
て
い
な
い
が
、

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
の

本
格
施
行
と
自
治
体
の
取
り
組
み

総
務
省
自
治
財
政
局
財
務
調
査
課
長　

諸
橋
省
明

図１　財政の早期健全化・財政の再生・公営企業の経営健全化のイメージ

（財政の早期健全化・再生）
早期健全化基準 財政再生基準

早期健全化段階 再生段階

財
政
悪
化

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

０％

０％

11.25 ～ 15% （3.75%）

16.25 ～ 20% （8.75%）

25% （25%）

350% （400%）

20% （5%）

40% （25%）

35% （35%）

※（　）外は市町村、（　）内は都道府県の基準である。

財政健全化団体の計画目標
　・①は均衡する（０％）こと
　・②～④は早期健全化基準
　 を下回ること

財政再生団体の計画目標
　・①は均衡する（０％）こと
　・②～④は早期健全化基準
　 を下回ること

実質赤字比率

①

⑤

②～④

②～④

①

財政健全化団体

経営健全化団体

財政再生団体

準用再建団体
（参考）旧再建制度

※旧再建制度においては、再建団体は、実質収支が均衡することが求められる

（公営企業の経営健全化） 経営健全化基準

公営企業
会計

20%⑤資金不足比率

計画目標
　・⑤は経営健全化基準を下回ること

図２　平成 21年度における地方公共団体財政健全化法に係る
　　　標準的な財政指標の算定等スケジュールのイメージ（案）（市区町村）

総務省 都道府県（市区町村担当課） 市区町村

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

4月  1日 健全化法全面施行
4月28日 算定様式等配布

下旬 決算統計調査提出

指標提出

下旬 決算統計調査提出

下旬 決算統計調査とりまとめ

指標提出

指標とりまとめ

中旬以降

月末まで月末まで

5月15日 算定様式等説明会（予定）

土地評価、
解消可能資金不足額の
算定、
三セク等財務諸表確認（月末 出納閉鎖）

算定作業

会計管理者から長への決算提出

監査委員の審査

議会への報告、住民への公表

総務大臣への報告

市区町村分指標の概要公表

都道府県知事への報告
月末 決算統計 速報値の公表
指標（個別団体）暫定値の公表

月末 決算統計 確報値の公表
指標の概要（確報値）公表

審査期間
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特集　地方公共団体財政健全化法の本格施行に向けて
寄稿 3

　「
数
値
に
基
づ
く
経
営
」
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」（
以
下
、
健
全
化
法
と
い
う
）
は
た
っ
た
４
種
類

（
こ
れ
に
加
え
て
公
営
企
業
ご
と
の
指
標
が
あ
る
）
の

財
政
指
標
で
、
す
べ
て
の
自
治
体
を
、
①
財
政
の
再

生
が
必
要
な
自
治
体
、
②
財
政
の
早
期
健
全
化
が
必

要
な
自
治
体
、
③
財
政
が
比
較
的
健
全
な
自
治
体
の

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
区
分
し
、
①
と
②
の
自
治
体
に

対
し
て
は
、
財
政
再
生
計
画
ま
た
は
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
と
そ
の
実
行
を
通
じ
た
財
政
再
生
や
財
政

健
全
化
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
財
政
の
再
生
が

必
要
な
自
治
体
に
な
る
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
よ
り
受
益
を
犠
牲
に
す
る
一
方
で
、
税
や
利
用
料

金
な
ど
の
負
担
を
増
や
し
て
で
も
財
政
再
生
を
最
優

先
に
行
政
経
営
を
行
う
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
①
や
②
の

自
治
体
は
財
政
面
に
お
い
て
自
治
体
経
営
の
失
敗
と

判
断
さ
れ
る
と
も
い
え
る
。

　

し
か
し
、
自
治
体
経
営
の
良
し
悪
し
を
、
財
政
面

だ
け
で
、
そ
れ
も
た
っ
た
４
種
類
の
財
政
指
標
で
は

判
断
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
の
強
い
思

い
を
持
た
れ
る
市
長
も
多
い
と
思
う
。

財
政
指
標
の
み
に
目
を
奪
わ
れ
る
の
で

は
な
く
、
財
政
状
態
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

水
準
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
将
来
を
見
越

し
て
進
め
ら
れ
た
社
会
資
本
の
整
備
状

況
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
は

必
須
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
逆
に
財
政

指
標
は
比
較
的
良
く
て
も
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
水
準
や
社
会
資
本
整
備
の
状
況
か

ら
し
て
、
決
し
て
自
治
体
経
営
が
う
ま

く
い
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
自
治
体

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

自
治
体
経
営
の
状
況
が
財
政
指
標
の

み
で
判
断
で
き
な
い
の
は
そ
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
い

ま
い
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
や
社
会
資

本
の
整
備
状
況
を
理
由
に
、
財
政
悪
化

を
容
認
し
、
負
担
増
に
よ
る
痛
み
を
先

送
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
今
般

の
健
全
化
法
は
、
自
治
体
経
営
の
一
面

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
で

自
治
体
経
営
を
ど
う
変
え
る
か

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ　

森
田
祐
司

図-1　自治体経営情報の全体像

非
財
務
情
報

財
務
情
報

行政評価
マニフェスト・総合計画

数値目標

過去情報 将来情報

行政サービスの効率性

公会計改革 発生主義予算
資産債務改革プラン

検
証
可
能
性
の
確
保

成果指標

コスト

財源の明示

予算・財政計画

定性情報

定量情報

発生主義
（公会計）

現金主義
（官庁会計）

※図は筆者作成

等
に
即
し
て
当
該
年
度
の
補
正
予
算
や
来
年
度
予
算

の
調
整
が
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
起
債

許
可
が
必
要
な
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
当
該
計
画
の

内
容
や
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
当
該
年
度
の
起

債
許
可
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ら

の
時
期
を
見
越
し
て
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
個
別
外
部
監
査
契
約
に
つ
い
て
は
、
契
約
の

相
手
方
が
、
弁
護
士
や
公
認
会
計
士
な
ど
専
門
的
な

見
識
を
有
す
る
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
確
保
が
難
航
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
円
滑
な
執
行
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
な
お
、
自
治
法
が
、
個
別
外
部
監
査

に
よ
る
こ
と
の
議
決
と
個
別
外
部
監
査
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
の
議
決
を
区
分
し
て
議
会
の
判
断
を
求
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
、

い
ず
れ
も
9
月
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
も
差
し
支
え

な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）計
画
の
内
容
等

　

財
政
健
全
化
計
画
等
は
、財
政
の
状
況
が
悪
化
し
た

要
因
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、最
小
限
度
の
期
間
内

に
、実
質
赤
字
額
が
あ
る
場
合
に
は
歳
入
と
歳
出
と
の

均
衡
を
実
質
的
に
回
復
す
る
こ
と
を
、そ
の
他
の
場
合

に
は
、当
該
指
標
が
早
期
健
全
化
基
準
未
満
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
健
全
化
判
断
比
率
は
多
岐

に
わ
た
る
項
目
を
全
体
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
指
標
が
早

期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
要
因
を
客
観
的
か
つ

的
確
に
分
析
し
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
会
計
や
事
務

事
業
等
を
特
定
し
た
上
で
、
具
体
的
事
実
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
財
政
の
健

全
化
に
つ
い
て
、
自
治
体
全
体
で
総
力
を
挙
げ
て
行

政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
各
会

計
ご
と
の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
ど
の

会
計
の
ど
の
取
り
組
み
が
、
ど
の
程
度
早
期
健
全
化

に
寄
与
す
る
の
か
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
以
前
か
ら
取
り
組

ま
れ
て
き
た
も
の
、
取
組
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
も

の
、
新
た
に
取
り
組
ま
れ
る
も
の
等
に
区
分
し
、
早

期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
要
因
と
関
連
付
け
て

策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
行
革
と
言
う
と
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
を
伴
う
歳
出
削
減
と
歳
入
確
保
が
主
体

と
な
り
、
そ
の
時
点
で
現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
見
過
ご
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
資
本
費
に
つ
い
て
は
後
年
度
の
元
利
償

還
金
と
し
て
は
認
識
さ
れ
る
が
、
減
価
償
却
を
通
し

て
当
該
事
業
の
コ
ス
ト
と
し
て
は
認
識
さ
れ
に
く

い
。
あ
る
い
は
会
議
室
な
ど
、
使
用
料
を
支
払
っ
て

外
部
施
設
を
借
り
る
場
合
に
は
コ
ス
ト
と
し
て
認
識

さ
れ
る
が
、
自
己
所
有
施
設
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

コ
ス
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
い
。
し
か
し
、
仮
に

当
該
施
設
を
売
却
し
て
債
務
圧
縮
に
充
て
、
必
要
な

時
に
外
部
施
設
を
借
り
る
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
む

し
ろ
そ
の
ほ
う
が
経
済
的
な
場
合
も
あ
ろ
う
。
健
全

化
法
に
お
い
て
も
、
一
部
、
発
生
主
義
的
な
要
素
を

取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
発
生
主
義
や

ス
ト
ッ
ク
、
機
会
費
用
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
も
視

野
に
入
れ
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

お
わ
り
に
、
す
べ
て
の
指
標
が
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
れ
ば
全
く
問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
健
全
化
法
を
「
血

液
検
査
」
と
称
す
る
人
が
い
た
が
、
言
い
得
て
妙
で

あ
る
。
検
査
に
引
っ
か
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
全
く
病
気
が
な
い
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
逆
に
引
っ
か
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し

も
直
ち
に
重
篤
な
病
気
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
十
分
な
分
析
も
せ
ず
、
単

に
健
全
化
団
体
に
該
当
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
今
に

も
財
政
破
た
ん
だ
と
い
っ
た
過
度
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
表
現
が
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
筋
違

い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

財
政
の
健
全
化
だ
け
が
行
政
の
目
的
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
行
政
に
あ
っ
て
は
、
歳
出
を

抑
制
し
て
も
企
業
ほ
ど
歳
入
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
な
け
れ
ば
一
般
に

財
政
状
況
は
好
転
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
が
自

治
体
の
役
割
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
財
政
上
の
問
題
点
を
網
羅
的
か
つ
早
期

に
察
知
し
た
上
で
、
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
情
報
開

示
や
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
、
議
会
や
住
民
の

理
解
と
納
得
の
な
か
で
地
域
経
営
を
進
め
る
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
。
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て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
責
任
を
追
及

し
た
動
き
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

　

監
査
委
員
が
自
治
体
の
決
算
書
に
加
え
て
、
健
全

化
判
断
比
率
の
信
頼
性
を
保
証
す
る
と
い
う
本
来
の

重
要
な
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
そ
の
専
門
性
と

独
立
性
の
確
保
を
再
度
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

し
て
、
ど
の
よ
う
な
審
査
手
続
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
ど
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
た
の
か
を
文
書
化
し
て

審
査
証
拠
と
し
て
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
わ
ば「
監
査
の
説
明
責
任
」を
果
た
す
必
要
が

あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
監
査
委
員
が
健
全
化
判
断
比
率

の
信
頼
性
に
つ
い
て
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
の
で
は

な
く
、
ま
ず
一
義
的
な
責
任
は
市
長
に
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切
な
算

定
が
で
き
る
よ
う
に
、
担
当
部
署
で
の
専
門
能
力
を

持
っ
た
職
員
の
配
置
や
、
内
部
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整

備
す
る
責
任
が
市
長
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

健
全
化
法
は「
監
査
」と
い
う
機
能
を
活
用
し
て
健

全
化
判
断
比
率
の
信
頼
性
の
確
保
を
行
う
こ
と
を
求

め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
健
全
化
判
断
比
率
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
経
営
意
思
決
定
に
用
い
ら
れ
、
ま

た
議
会
・
住
民
な
ど
に
説
明
さ
れ
る
経
営
情
報
の
信

頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
健
全

化
法
を
契
機
と
し
て
再
認
識
し
、
内
部
統
制
の
整
備

と
監
査
の
充
実
を
促
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
健
全
化
法
で
は
、
財
政
健
全
化
計
画

な
ど
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
市
長
は
財
政
健
全
化
な

ど
の
た
め
に
改
善
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
務
の
執

行
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
た
個
別
外

部
監
査
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
市
長
が
財
政
健
全
化

な
ど
の
た
め
に
改
善
が
必
要
な
事
務
を
特
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
健
全
化
判
断
比
率
の

悪
化
の
原
因
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
原
因
と
考

え
ら
れ
る
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
、
３
Ｅ
の
観
点
を

踏
ま
え
て
、
外
部
の
専
門
家
の
見
解
を
財
政
健
全
化

計
画
な
ど
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
で
、
健
全
化
法
に
基
づ
く
個
別
外
部
監
査

は
、
前
述
の
健
全
化
判
断
比
率
の
監
査
で
も
な
く
、

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
の
悪
化
の
原
因
が
ど
の
事

務
事
業
に
あ
る
の
か
を
指
摘
す
る
も
の
で
も
な
く
、

ま
し
て
や
、
財
政
健
全
化
計
画
な
ど
の
妥
当
性
を
監

査
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
。

（
注
）
本
文
中
、
意
見
に
か
か
わ
る
部
分
は
私
見
で
あ

り
、
筆
者
の
属
す
る
法
人
・
研
究
会
な
ど
の
見
解
で

は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。	

以
上

図-2　健全化法関連のタイムテーブル（総務省作成資料）

決算関係事務 財政指標の算定 個別外部監査の要求 財政健全化計画の策定

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

出納整理期間終了（5/31）

決算の調製準備

決算の提出（8/31まで） 正式算定

決算見込みでの
財政指標の算定準備

準備事務 準備事務

監査委員の審査 監査委員の審査

決算の議会認定 財政指標の議会報告

監査結果の報告・公表

計画の議決・公表等

個別外部監査の要求・議決

個別外部監査の実施

計画策定作業

報告内容を反映

で
あ
る
財
政
状
態
で
、
か
つ
４
種
類
に
限
定
さ
れ
た

財
政
指
標
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
「
客
観
的
な
数
値
」

を
基
礎
と
し
て
今
後
進
む
べ
き
自
治
体
経
営
の
方
向

性
を
検
討
す
る
と
い
う「
経
営
の
基
本
」を
す
べ
て
の

自
治
体
に
求
め
て
い
る
と
い
う
点
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

　
「
経
営
の
基
本
」を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
、「
よ
り

的
確
に
財
政
状
況
を
判
断
し
説
明
す
る
た
め
に
は
、

健
全
化
法
に
よ
る
財
政
指
標
以
外
の
財
務
情
報
が
必

要
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ

う
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
つ
い
て
は
、
数
値
化

さ
れ
た
非
財
務
の
経
営
情
報
の
充
実
が
必
要
に
な
る

と
の
判
断
も
期
待
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
健
全
化

法
は
自
治
体
が「
経
営
」を
行
う
き
っ
か
け
を
与
え
て

い
る
と
い
え
る
。

　
健
全
化
判
断
比
率
と
新
た
な
公
会
計
情
報

　

す
べ
て
の
自
治
体
は
、
財
政
健
全
化
法
が
全
面
施

行
さ
れ
る
本
年
度
中
に
新
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入

を
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
健
全
化
判
断
比
率
の

み
な
ら
ず
、
新
地
方
公
会
計
制
度
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
を
加
え
て
、
よ
り
統
合
的
・
多
面
的
な
財
務
情
報

を
自
治
体
経
営
に
活
用
す
る
環
境
整
備
が
狙
い
で
あ

る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

　

健
全
化
判
断
比
率
、
特
に
将
来
負
担
比
率
に
つ
い

て
は
新
地
方
公
会
計
制
度
の
考
え
方
と
そ
の
多
く
が

共
通
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
連
結
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
一
般
会
計
や
特
別
会
計
と
い
っ
た
自
治
体
本

体
の
将
来
負
担
見
込
額
の
み
な
ら
ず
、
地
方
三
公
社

や
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
に
対
す
る
も
の
ま
で
含
め
て

一
般
会
計
な
ど
の
将
来
負
担
見
込
額
を
算
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
支

出
予
定
額
や
退
職
手
当
支
給
見
込
額
な
ど
、
本
年
度

ま
で
に
将
来
の
支
出
の
要
因
が
発
生
し
た
事
項
を
将

来
負
担
に
算
入
す
る
と
い
っ
た
発
生
主
義
的
な
考
え

方
も
導
入
し
て
い
る
。

　

新
地
方
公
会
計
制
度
は
、
現
金
の
み
な
ら
ず
、
公

有
財
産
な
ど
の
固
定
資
産
や
、
売
却
可
能
資
産
、
貸

付
金
、
未
収
金
と
い
っ
た
将
来
資
金
化
可
能
な
資
産

全
体
を
と
ら
え
、
そ
の
財
源
と
し
て
の
負
債
や
純
資

産
の
状
況
を
ス
ト
ッ
ク
情
報
と
し
て
提
供
し
、
さ
ら

に
は
、
行
政
コ
ス
ト
や
財
源
調
達
の
状
況
な
ど
の
フ

ロ
ー
情
報
と
リ
ン
ク
し
て
、
自
治
体
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
の
統
合
的
な
財
務
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

従
っ
て
、
健
全
化
判
断
比
率
に
加
え
て
、
新
地
方

公
会
計
制
度
が
提
供
す
る
財
務
情
報
を
総
合
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
連
結
ベ
ー
ス
で
の
財
政
状
態
の
把

握
や
、
資
産
債
務
改
革
、
コ
ス
ト
効
率
化
な
ど
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
地
方
公
営
企
業
で
資
金
不
足
比
率
が
悪
化
し

た
場
合
、
企
業
債
な
ど
の
長
期
債
務
の
発
行
に
よ

る
資
金
調
達
で
資
金
不
足
比
率
は
改
善
す
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
短
期
の
資
金
繰
り
状
況
が
改
善
し
た
に

過
ぎ
ず
、
経
営
そ
の
も
の
が
改
善
し
た
わ
け
で
な
い
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
新
地
方
公
会
計
制
度
で
作

成
さ
れ
る
貸
借
対
照
表
で
債
務
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
損
益
計
算
書
で
費
用
収
益
の
状
況
を
把
握
し
て

経
営
効
率
化
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
、
１
つ
２
つ
の
計
器
と
有
視
界
飛
行
の
時

代
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
あ

る
よ
う
な
多
様
な
計
器
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ

り
、
濃
霧
の
中
で
も
安
全
な
飛
行
が
で
き
る
こ
と
に

た
と
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
観
点
か
ら
は
、
首

長
も
自
治
体
職
員
も
、
そ
し
て
議
会
議
員
も
住
民
も
、

新
た
に
提
供
さ
れ
る
健
全
化
判
断
比
率
や
新
地
方
公

会
計
制
度
の
情
報
を
読
み
取
る
能
力
が
必
要
な
時
代

に
な
っ
た
と
の
認
識
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
健
全
化
法
に
お
け
る
指
標
審
査
の
重
要
性

　

健
全
化
法
は
、
財
政
再
建
団
体
の
制
度
か
ら
半
世

紀
ぶ
り
の
大
改
革
と
い
わ
れ
る
が
、
改
革
点
の
最
も

重
要
な
一
つ
は
、
健
全
化
判
断
比
率
が
基
準
値
以
上

と
な
れ
ば
、
適
用
申
請
な
ど
の
判
断
や
手
続
な
し
に
、

自
動
的
に
財
政
健
全
化
計
画
な
ど
の
策
定
義
務
が
生

じ
る
点
で
あ
る
と
言
え
る
。
特
に
財
政
再
生
計
画
の

策
定
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
治
体

の
権
限
が
制
約
さ
れ
国
主
導
の
財
政
再
生
の
ス
タ
ー

ト
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
指
標
値
の
正
確
性
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
健
全
化
法
で
は
、
指
標
値
の
正
確
性
を
確

保
す
る
重
要
な
機
能
を
監
査
委
員
が
果
た
す
よ
う
に

制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
も
監
査
委
員
は
、
決
算
審

査
な
ど
で
自
治
体
の
財
務
情
報
の
信
頼
性
を
保
証

す
る
機
能
を
課
せ
ら
れ
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ

の
重
大
な
責
任
に
つ
い
て
、
住
民
を
は
じ
め
と
し
て

十
分
な
認
識
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
端
的
な
事
例
と
し
て
、
夕
張
市
の
財
政
破

た
ん
に
お
い
て
不
適
切
な
会
計
処
理
が
原
因
と
な
っ
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特集　地方公共団体財政健全化法の本格施行に向けて
寄稿 4
新
地
方
公
会
計
制
度
導
入
に
よ
る

浦
安
市
の
取
り
組
み

浦う
ら
や
す安
市
長　

松
崎
秀
樹

　
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報
の
提
供
を
目
指
し
て

　

平
成
10
年
11
月
、
市
長
に
就
任
し
て
す
ぐ
職
員
に

指
示
を
し
た
一
つ
に
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成

が
あ
る
。
公
会
計
に
慣
れ
き
っ
た
職
員
に
、
経
営
と

い
う
感
覚
が
い
さ
さ
か
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
た
か

ら
だ
。
当
時
は
、
ま
だ
旧
自
治
省
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
作
成
方
法
も
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
浦
安
市
で
は
、
で
き
得

る
限
り
企
業
会
計
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
一
つ
一
つ
の
財
産
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
償
却
資
産
台
帳
を
作
成
し
、
こ
れ
を
毎
年
更

新
し
な
が
ら
財
務
諸
表
の
作
成
に
結
び
付
け
て
き

た
。

　

こ
う
し
た
独
自
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成
13
年

12
月
に
、「
浦
安
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
題
し
た

財
政
報
告
書
を
発
行
し
た
。
こ
の
報
告
書
が
、
本

市
の
年
次
財
政
報
告
書
（
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
レ
ポ
ー
ト
）

の
始
ま
り
で
あ
り
原
型
と
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
に

は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
加
え
、
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成
し
、
平

成
14
年
12
月
、「
浦
安
市
の
財
政
に
関
す
る
報
告
書

２
０
０
１
」
と
い
う
年
次
財
政
報
告
書
（
ア
ニ
ュ
ア

ル
・
レ
ポ
ー
ト
）の
発
行
と
な
っ
た
。
こ
の
報
告
書
の

中
で
は
、（
財
）
施
設
利
用
振
興
公
社
お
よ
び
土
地
開

発
公
社
を
含
ん
だ
連
結
ベ
ー
ス
で
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

計
算
書
を
作
成
し
、
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
18
年
5
月
に
総
務
省
の
研

究
会（「
新
地
方
公
会
計
制
度
研
究
会
」）の
報
告
書
が

公
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
こ
の
報
告
書

等
を
踏
ま
え
て
、
平
成
17
年
度
決
算
に
よ
る
新
し
い

形
式
の
財
務
書
類
４
表
を
試
作
し
た
。
財
務
書
類
４

表
を
作
成
す
る
た
め
の
財
務
デ
ー
タ
は
、
従
来
か
ら

作
成
し
て
い
る
財
務
諸
表
と
基
本
的
に
は
変
わ
り
な

い
が
、
財
務
諸
表
に
表
示
さ
れ
た
科
目
の
集
計
範
囲

が
違
っ
た
り
、
新
た
に「
純
資
産
変
動
計
算
書
」が
加

わ
っ
た
り
し
て
、
形
式
な
ど
に
は
違
い
が
生
じ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

平
成
18
年
度
の
財
務
諸
表
は
、
総
務
省
が
公
表
し

た
新
地
方
公
会
計
制
度
に
可
能
な
限
り
近
づ
け
て
作

成
し
た
。
本
市
の
特
徴
と
し
て
、
既
に
資
産
調
査
を

実
施
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
固
定
資
産
の
把
握
の
単

位
が
企
業
会
計
方
式
に
限
り
な
く
近
い
「
基
準
モ
デ

ル
」（『
新
地
方
公
会
計
制
度
実
務
研
究
会
報
告
書
』平

成
19
年
度
10
月
総
務
省
）を
採
用
し
、
特
徴
的
な
要
素

も
採
り
入
れ
て
財
務
書
類
４
表
（
表
１
か
ら
表
４
参

照
）
を
作
成
し
た
。
平
成
19
年
度
決
算
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
、
基
準
モ
デ
ル
に
基
づ
き
財
務
書
類
４
表

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
行
政
活
動
を
一

定
の
政
策
目
的
に
沿
っ
て
分
析
・
評
価
で
き
る
よ
う

に
、
市
の
事
業
を
政
策
目
的
別
に
分
割
し
て
作
成
し

た
セ
グ
メ
ン
ト
別
情
報（
政
策
目
的
別
財
政
情
報
）を

追
加
し
た
。

　

今
後
と
も
、
確
立
し
た
会
計
基
準
に
基
づ
く
財
務

諸
表
を
活
用
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報

の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
新
地
方
公
会
計
制
度
が
財
政
健
全
化
に
果
す
役
割

　

新
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入
は
、
こ
れ
ま
で
の
企

業
会
計
的
手
法
の
取
り
組
み
の
延
長
線
上
に
積
極
的

に
位
置
づ
け
て
き
た
。
従
来
か
ら
作
成
し
て
き
た
３

つ
の
財
務
諸
表
が
、
新
地
方
公
会
計
制
度
で
は
４
つ

表1　連結貸借対照表（BS）

表2　連結行政コスト計算書（PL）

 （平成20年3月31日）

（平成19年4月1日～平成20年3月31日） （単位：千円）

区　　　分 平成19年度

区　　　分 平成19年度

【資産の部】

【経常費用】

【経常収益】

【財源変動の部】

純経常費用（純行政コスト）

（構成比）
1． 金融資産   
資金  
金融資産（資金を除く）  
債権 
有価証券 
投資等 
出資金
基金・積立金
その他の投資

   
2． 非金融資産   
事業用資産  
有形固定資産 
無形固定資産 
棚卸資産 

インフラ資産

1． 経常業務費用  
①人件費 
②物件費 
③経費 
④業務関連費用 

2． 移転支出  
①他会計への移転支出 
②補助金等移転支出 
③社会保障関係費等移転支出 
④その他の移転支出 

経常費用合計（総行政コスト）  
  

経常業務収益  
①業務収益 
②業務関連収益 

経常収益合計

Ⅰ．経常的収支   
1． 経常的支出  
①経常業務費用支出 
②移転支出 

2． 経常的収入  
①租税収入 
②社会保険料収入 
③経常業務収益収入 
④移転収入 

経常的収支

前期末残高
当期変動額
Ⅰ.財源変動の部
　1． 財源の使途
　　①純経常費用への財源措置
　　②固定資産形成への財源措置
　　③長期金融資産への財源措置
　　④その他の財源の使途
　2． 財源の調達
　　①税収
　　②社会保険料
　　③移転収入
　　④その他の財源の調達
Ⅱ．資産形成充当財源変動の部
　1． 固定資産の変動
　　①固定資産の減少
　　②固定資産の増加
　2． 長期金融資産の変動
　　①長期金融資産の減少
　　②長期金融資産の増加
　3． 評価・換算差額等の変動
　　①評価換算差額等の減少
　　②評価換算差額等の増加
当期変動額合計
当期末残高

資産合計

48,521,246
4,347,028
44,174,218
5,197,205
203,450

38,773,563
63,055

37,182,374
1,528,134

763,175,066
221,804,703
219,932,657
1,842,284
29,762

541,370,363

40,470,516
17,740,072
8,666,620
12,185,087
1,878,737
24,910,040

9,106,559
14,476,872
1,326,609
65,380,556

9,307,863
6,995,331
2,312,532
9,307,863

58,498,839
33,588,799
24,910,040
70,913,886
41,201,140
4,263,811
9,408,868
16,040,067
12,415,047

7,190,464
5,871,227
1,069,238

250,000
339,087
17,400
71,688

250,000
－6,851,377

20,955,786
1,532,397
19,423,389
5,133,990
578,864

13,710,536
15,910,893
1,871,500

14,039,393
－5,044,893

518,777
3,828,252
4,347,028

658,819,816

3,881,477
－66,295,316
－56,072,693
－4,590,493
－1,319,238
－4,312,892
70,176,794
40,632,959
4,345,591
16,040,067
9,158,176
19,771,501
－3,887,696
－14,130,825
10,243,128
864,974
－454,313
1,319,288
22,794,223
－1,073,560
23,867,783
88,798,264
747,618,080

56,072,693

811,696,311

6.0%
0.5%
5.4%
0.6%
0.0%
4.8%
0.0%
4.6%
0.2%

94.0%
27.3%
27.1%
0.2%
0.0%
66.7%

100.0%

区　　　分 平成19年度
【負債の部】

【純資産の部】

（構成比）
1． 流動負債   
未払金及び未払費用  
賞与引当金  
預り金（保管金等）  
公債（短期）  
短期借入金  

2． 非流動負債   
公債  
借入金  
退職給付引当金  
その他非流動負債  

負債合計   
   
財源   
資産形成充当財源   
その他の純資産   
純資産合計
負債・純資産合計

7,168,163
369,677
266,100
817,085
5,115,214
600,088

56,910,068
39,005,757
5,922,497
11,957,495
24,319

64,078,231

6,301,202
64,735,236
676,581,642
747,618,080
811,696,311

0.9%
0.0%
0.0%
0.1%
0.6%
0.1%
7.0%
4.8%
0.7%
1.5%
0.0%
7.9%

0.8%
8.0%
83.4%
92.1%
100.0%

表4　連結資金収支計算書（CF）
（平成19年4月1日～平成20年3月31日） （単位：千円）

（単位：千円）

区　　　分 平成19年度
【経常的収支区分】

Ⅱ．資本的収支   
1． 資本的支出  
①固定資産形成支出 
②長期金融資産形成支出 
③連結の範囲の変更を伴う出資・出捐支出 
④その他の資本形成支出 

2． 資本的収入  
①固定資産売却収入 
②長期金融資産償還収入 
③連結の範囲の変更を伴う出資・出捐償還収入 
④その他の資本処分収入 

資本的収支

【資本的収支区分】

Ⅲ．財務的収支   
1． 財務的支出  
①支払利息支出 
②元本償還支出 
公債費（元本分）支出
借入金元本償還支出
その他の元本償還支出

2． 財務的収入  
①公債発行収入 
②借入金収入 
③その他の財務的収入 

財務的収支   
   
当期資金収支額   
期首資金残高   
期末資金残高

【財務的収支区分】

表3　連結純資産変動計算書（NWM）
（平成19年4月1日～平成20年3月31日） （単位：千円）

科　　　目 平成19年度
基礎的財政収支 5,563,670
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特集　地方公共団体財政健全化法の本格施行に向けて

の
財
務
諸
表
と
な
っ
た
が
、
基
準
モ
デ
ル
に
基
づ
く

財
務
書
類
作
成
の
基
礎
は
、
既
に
浦
安
市
が
行
っ
て

き
た
企
業
会
計
的
手
法
に
よ
り
確
立
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。

　

新
地
方
公
会
計
制
度
は
、
資
産
・
債
務
改
革
を
主

導
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
浦
安
市
が
毎

年
作
成
し
て
い
る
年
次
財
政
報
告
書
で
は
、
行
財
政

運
営
の
結
果
と
し
て
健
全
な
財
政
状
況
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
財
務
情
報
で
表
現
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
個
別
の
資
産
の
具
体
的
な
取
得
価

額
や
減
価
償
却
後
の
簿
価
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、

そ
れ
ら
の
資
産
の
老
朽
化
度
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
資
産
整
備
に
充
当
し
た
市

債
な
ど
の
債
務
に
つ
い
て
、
個
別
の
資
産
と
の
関
連

で
残
高
や
利
率
、
償
還
期
限
な
ど
の
情
報
を
分
か
り

や
す
く
開
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
資
産
の

内
容
で
あ
る
各
施
設
（
総
合
体
育
館
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
）
の
行
政
コ
ス
ト
と
そ
の
利
用
状
況

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
の
開
示
は
、
市
民
や
議
会
な
ど
か

ら
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
た
め
に
も
必
要
な
も
の

で
あ
り
、
浦
安
市
の
財
政
健
全
化
が
強
固
な
も
の
と

し
て
継
続
す
る
た
め
の
重
要
な
仕
組
み
と
考
え
て
い

る
。

　

基
準
モ
デ
ル
に
よ
る
財
務
書
類
４
表
の
開
示
と
併

せ
て
、
従
来
か
ら
年
次
財
政
報
告
書
に
よ
り
開
示
し

て
い
る
次
の
よ
う
な
経
営
指
標
や
資
産
・
負
債
の
状

況
、
ま
た
セ
グ
メ
ン
ト
別
情
報
な
ど
を
さ
ら
に
整
備

し
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
財
政
健
全
化
へ
の
羅
針
盤

に
な
る
も
の
で
あ
る
。

①
早
期
警
戒
指
標
と
し
て
の「
債
務
返
済
能
力
」

　
「
債
務
返
済
能
力
」
は
、
市
全
体
の
債
務
を
行
政
活

動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
で
返
済
し
た
場
合

に
何
年
で
返
済
で
き
る
か
を
表
す
指
標
で
、
平
成
19

年
度
決
算
で
は
、
４
・
２
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
変
動

に
留
意
す
る
こ
と
が
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
増
大

に
対
す
る
警
戒
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の

指
標
は
浦
安
市
独
自
の
指
標
で
あ
る
が
、
資
金
収
支

計
算
書
で
は「
基
礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
）」も
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

②
資
産
・
負
債
の
内
訳
の
公
表

　

主
要
な
施
設
ご
と
に
建
物
や
構
築
物
な
ど
の
取
得

価
額
や
帳
簿
価
額
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
産

の
価
値
に
関
す
る
情
報
を
開
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
資
産
と
関
連
付
け
て
市
債
な
ど
の
債
務
に
関
す
る

情
報
を
併
せ
て
提
供
し
て
い
る
。

③
セ
グ
メ
ン
ト
別
情
報

　

施
設
別
行
政
コ
ス
ト
等
の
状
況
と
併
せ
て
、
基
本

構
想
で
示
し
た
５
つ
の
施
策
体
系
・
目
指
す
べ
き
都

市
像
ご
と
に
資
産
・
負
債
や
行
政
コ
ス
ト
の
状
況
を

開
示
し
て
い
る
。

　
新
地
方
公
会
計
制
度
導
入
の
必
要
性
と

　
そ
の
活
用
に
つ
い
て

　

近
年
、
社
会
経
済
状
況
を
は
じ
め
、
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
状
況
が
変
化
し

て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
転
換
期
に
首
長

が
か
じ
取
り
を
誤
っ
た
ら
、
そ
の
自
治
体
の
運
命
は

ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
？
し
か
し
、
た
と
え
方
向
を

誤
っ
た
と
し
て
も
、
情
報
を
き
ち
ん
と
公
開
し
て
い

れ
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
方
向
を
修
正
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
し
、
私
も
、
こ
の
情
報
を
基
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
責
任
を
果
す
と
と
も
に
、
説

得
責
任
を
も
果
せ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
私
は
、
平
成
13
年
12
月
に
、
他

市
に
先
駆
け
企
業
会
計
的
手
法
を
導
入
し
た
本
市
の

年
次
財
政
報
告
書
を
発
行
し
た
。
そ
の
後
も
、
い
ち

早
く
新
地
方
公
会
計
制
度
に
お
け
る
基
準
モ
デ
ル
を

採
用
し
て
、
年
次
財
政
報
告
書
を
発
行
し
て
き
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
私
の
説
得
責
任
を
果
す
財
政
に
関

し
て
の
情
報
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
何
故
、
企

業
会
計
的
手
法
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

作
成
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
外

部
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
つ
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
民
間
企

業
で
さ
え
会
計
基
準
が
大
き
く
変
貌
し
て
き
て
い
る

の
は
、
市
場
、
特
に
海
外
の
市
場
か
ら
の
信
頼
を
得

な
け
れ
ば
企
業
自
体
の
存
続
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ

る
。
国
際
会
計
基
準
に
素
早
く
対
応
し
て
い
る
企
業

は
、
そ
れ
だ
け
で
高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
自
治
体
も
同
様
だ
と
思
う
。
地
方
債
の

市
場
調
達
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
資
金
調
達
の
た
め
財

政
の
透
明
性
を
よ
り
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。

　

そ
こ
で
、
自
治
体
の
資
産
公
開
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
な
い
自
治

体
、
市
場
が
理
解
で
き
な
い
形
（
旧
総
務
省
方
式
も

ま
さ
に
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
と
思
う
）
で
作
成
し
て

い
る
自
治
体
は
、
市
場
か
ら
、
ひ
い
て
は
市
民
か
ら

信
頼
さ
れ
な
い
自
治
体
と
考
え
ら
れ
て
も
仕
方
が
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

浦
安
市
で
は
、
平
成
12
年
度
決
算
か
ら
民
間
企
業

並
に
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
減
価
償

却
費
や
退
職
給
与
引
当
金
繰
入
な
ど
の
発
生
主
義

ベ
ー
ス
の
コ
ス
ト
を
把
握
し
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

を
作
成
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
実
際
の
コ
ス
ト
が

ど
れ
だ
け
個
別
の
収
益
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
て
い
る

か
が
明
確
と
な
り
、
全
体
と
し
て
、
ま
た
は
施
設
別

に
、
ど
れ
だ
け
剰
余
が
、
発
生
主
義
ベ
ー
ス
で
生
ま

れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
一
般
財
源
が
投
入
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
り
、
よ
り
効
率

的
な
コ
ス
ト
の
水
準
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
る
か
を
十

分
に
検
討
す
る
有
効
な
資
料
を
取
得
・
提
供
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
決
算
か

ら
は
、
新
た
に
、
行
政
活
動
を
一
定
の
政
策
目
的
に

沿
っ
て
分
析
・
評
価
で
き
る
よ
う
に
、
市
の
事
業
を

政
策
目
的
別
に
分
割
し
て
作
成
し
た
セ
グ
メ
ン
ト
別

情
報〈
政
策
目
的
別
財
政
情
報
〉（
表
５
参
照
）を
追
加

し
た
。

　

今
後
と
も
、
確
立
し
た
会
計
基
準
に
基
づ
き
、
他

市
と
の
比
較
も
交
え
な
が
ら
、
本
市
の
財
政
状
態
を

よ
り
的
確
に
把
握
し
、
財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
一

方
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
責
任
を
果
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

表5　施策体系別セグメント情報  （費用・収益情報）

区　　分 健康福祉都市 市民文化都市 快適環境都市 安全都市 産業都市 計 共通 連結

【経常費用】  

1． 経常業務費用  

①人件費 

②物件費 

　うち減価償却費

③経費 

④業務関連費用 

2． 移転支出  

①補助金等移転支出 

②社会保障関係費 

③その他の移転支出 

経常費用合計 

構　成　比 

【経常収益】  

1． 経常業務収益  

①業務収益 

②業務関連収益 

経常収益合計 

構　成　比 

純経常費用（純行政コスト）  

構　成　比

12,956,235

6,265,605

1,564,797

812,480

4,671,436

454,397

22,728,642

8,290,248

14,427,617

10,777

35,684,877

54.58%

3,431,152

3,324,720

106,432

3,431,152

36.86%

32,253,725

57.52%

8,552,326

3,909,544

2,914,828

2,226,286

1,237,138

490,816

332,138

223,336

41,741

67,061

8,884,464

13.59%

948,643

315,831

632,812

948,643

10.19%

7,935,821

14.15%

4,067,895

1,138,108

538,907

25,833

1,753,787

637,093

1,318,839

87,241

0

1,231,598

5,386,734

8.24%

3,120,007

2,748,689

371,318

3,120,007

33.52%

2,266,727

4.04%

4,887,991

2,807,986

1,199,564

308,913

834,320

46,121

279,335

264,370

0

14,965

5,167,326

7.90%

1,501,848

584,136

917,712

1,501,848

16.14%

3,665,478

6.54%

166,420

120,021

2,315

0

42,046

2,038

100,918

100,918

0

0

267,338

0.41%

45,513

4,085

41,428

45,513

0.49%

221,825

0.40%

30,630,867

14,241,264

6,220,411

3,373,512

8,538,727

1,630,465

24,759,872

8,966,113

14,469,358

1,324,401

55,390,739

84.72%

9,047,163

6,977,461

2,069,702

9,047,163

97.20%

46,343,576

82.65%

9,839,649

3,498,808

2,446,209

374,811

3,646,360

248,272

150,168

140,446

7,514

2,208

9,989,817

15.28%

260,700

17,870

242,830

260,700

2.80%

9,729,117

17.35%

40,470,516

17,740,072

8,666,620

3,748,323

12,185,087

1,878,737

24,910,040

9,106,559

14,476,872

1,326,609

65,380,556

100%

9,307,863

6,995,331

2,312,532

9,307,863

100%

56,072,693

100%

（単位：千円）




